
入 札 説 明 書 

 

 

１．競争入札に付する事項 

（１）件  名 ： 琉球大学教育学部附属学校 調理等委託業務 

（２）履行場所 ： 別紙仕様書のとおり 

（３）契約期間 ： 別紙仕様書のとおり 

  

２．入札書及び別紙入札関係書類の提出期限及び場所 

（１）入札関係書類の提出期限 

令和４年１１月２２日（火） １７時 

（２）入札関係書類を提出する場所 

〒903-0213 沖縄県西原町字千原１番地 

琉球大学財務部経理課契約第三係 大城  

TEL：098-895-8057  FAX：098-895-8052 

 

３．入札執行の日時及び場所 

令和５年１月１７日（火）１４時 琉球大学本部管理棟２階 第一研修室 

 

４．書類審査及びプレゼンテーションの評価方法 

   本学技術審査委員において、入札関係書類や書類審査による評価のための提出書類等

の内容を審査し、本学の仕様を満たしていないとの判断がなされた場合には不合格とな

り、競争参加者の対象から除外する。書類審査終了後、プレゼンテーションによる技術

審査を行う。技術審査の日時等については、書類審査終了後別途通知するものとする。 

 

５．入札書の提出方法 

（１） 競争参加者は、直接提出する場合は封書に入れ封印し、かつ、その封皮に氏名

（法人の場合は、その名称又は商号）及び「〔琉球大学教育学部附属学校 調理等委

託業務〕の入札書在中」と記載しなければならない。 

（２）郵便（書留郵便に限る）により提出する場合は二重封筒とし、表封筒に「〔琉球

大学教育学部附属学校 調理等委託業務〕の入札書在中」と記載し、中封筒の封皮に

は直接に提出する場合と同様に氏名等を朱書し、２の（２）宛に入札書の提出期限ま

でに必着としなければならない。なお、テレックス、電報、ファクシミリ、電話その

他の方法による入札は認めない。 

（３）競争参加者は、その提出した入札書の引換え、変更又は取消しをすることができ

ない。 

 

６．入札書の記載方法 

（１）入札書の記載にあたっては次にかかげる事項を記載しなければならない。 



ア．供給物品名 

イ．入札金額 

ウ．競争参加者本人の住所、氏名（法人の場合は、その名称又は商号及び代表者

名）及び押印（外国人の署名を含む。以下同じ） 

（２）代理人が入札する場合は、競争参加者本人の住所及び氏名（法人の場合は、そ      

の名称又は商号及び代表者の氏名）、代理人であることの表示並びに当該代理人の

氏名及び押印すること。 

（３）入札書の記載事項を訂正する場合は、当該訂正部分について押印をしなけ     

ればならない。 

（４）落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０％に相当する

額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り

捨てるものとする。）をもって落札価格とするので，各競争参加者は、消費税に係

る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の１１０

分の１００に相当する金額を入札書に記載する。 

 

７．落札者の決定方法 

  国立大学法人会計実施規程第２１条に基づき作成された予定価格の制限の範囲内で、

かつ、別紙仕様書等で指定する総合評価の方法をもって有効な入札を行った競争参加者

を落札者とする。 

落札者となるべき者が二人以上あるときは、直ちに当該競争参加者にくじを引かせ、

落札者を決定するものとする。また、競争参加者のうち出席しない者又はくじを引かな

い者があるときは、入札執行事務に関係のない職員がこれに代わってくじを引き落札者

を決定するものとする。 

 

８．入札保証金 

免除 

 

９．契約保証 

 契約者は、契約金額の１００分の１０以上の額の契約保証金を納めなければならない。

ただし、保険会社との間に締結した国立大学法人琉球大学を被保険者とする履行保証保険

契約に加入済みであることを証明する書類（保険証書等）を提出した場合は、契約保証金

は免除するものとする（別紙「契約保証金について」参照）。 

 

１０．入札書の無効 

   入札書で次の各号の一に該当するものは，これを無効のものとして処理する。 

（１）一般競争の場合において，公告に示した競争に参加する者に必要な資格のない者

の提出した入札書 

（２）調達件名及び入札金額のない入札書 

（３）競争参加者本人の氏名（法人場合は、その名称又は商号及び代表者の氏名）及び

押印がなく又は判然としない入札書 



（４）代理人等が入札する場合は、競争参加者本人の氏名（法人の場合は、その名称又

は商号及び代表者の氏名）代理人等であることの表示並びに当該代理人等の氏名及

び押印がなく判然としない入札書（記載のない若しくは判然としない事項が競争参

加者本人の氏名（法人の場合は，その名称又は商号及び代表者の氏名）又は代理人

であることの表示である場合には，正当な代理であることが代理委任状その他で確

認されたものを除く。） 

（５）調達件名に重大な誤りのある入札書 

（６）入札金額の記載が不明確な入札書 

（７）入札金額の記載を訂正したもので，その訂正について印の押してない入札書 

（８）公告等及び入札説明書に示した競争参加者に要求される事項を履行しなかった者   

の提出したもの。 

（９）独占禁止法に違反し、価格又はその他の点に関し、公正な競争を不法に阻害した

と認められる者の提出したもの。（この場合にあっては、当該入札書を提出した者

の名前を公表するものとする） 

（10）その他入札に関する条件に違反した入札書 

 

１１．入札の延期等 

   競争参加者が相連合し、又は不穏の挙動をする等の場合であって、競争入札を公正

に執行することができない状況にあると認められるときは、当該入札を延期し、又は中

止することがある。 

 

１２．代理人による入札 

（１）代理人が入札する場合は、入札執行当日までに委任状を提出するものとする。 

（２）競争参加者は、本件調達に係る入札について他の競争参加者の代理人を兼ね      

ることができない。 

 

１３．入札の執行 

（１）入札の執行は、競争参加者を立ち会わせて行う。ただし、競争参加者が立ち会わ

ない場合は、入札事務に関係のない職員を立ち会わせて行う。 

（２）入札執行会場には、競争参加者並びに入札事務に関係のある職員（以下「入札関

係職員」という。）及び上記（１）の立ち会い職員以外の者は入場することはでい

ない。 

（３）競争参加者は、入札時刻後においては、入札執行会場に入場することはできない。 

（４）競争参加者は、入札執行会場に入場しようとするときは、入札関係職員の求めに

応じ、身分証明書等を提示しなければならない。この場合、代理人が上記１０の①

に該当する代理人以外の者である場合にあっては、その代理委任状を提出しなけれ

ばならない。 

（５）競争参加者は、入札執行会場へ入場後は契約担当者が特にやむを得ない事情があ

ると認められる場合のほか、入札執行会場を退場することはできない。 

（６）入札執行会場において、次の各号の一に該当する者は当該会場から退去させる。 



    ア．公正な競争の執行を妨げ又は妨げようとした者 

    イ． 公正な価格を害し又は不正の利益を得るために連合をした者 

 

１４． その他 

（１）会社の代表者が入札執行日時に参加されない場合、その代理者への委任状（別紙

見本）を忘れないようにすること。なお、代理者の私印はシャチハタは無効とする。 

（２）本学の予定価格の制限内での入札がない場合は、直ちに再度の入札を行う。 

（３）本件に関する照会先は、入札書を提出する場所と同じとする。 

（４）その他提出書類については、公募要領を参照すること。 

 

 

 



（別紙） 

 

契約保証金について 

 

（契約保証金） 

第１ 契約の相手方は、入札公告等において契約保証金を納付すべきこととされた場合にあ

っては、指定の期日までに、契約金額の１００分の１０以上の額の契約保証金又は契約保

証金に代わる担保を、所定の手続きに従い納付しなければならない。 

 

（契約保証金の納付） 

第２ 契約の相手方は、契約保証金に契約保証金納付書を添えて、本学の出納責任者に納付

しなければならない。 

 

第３ 契約の相手方は、保険会社との間に国を被保険者とする履行保証保険契約を結んだ場

合には、当該契約に係る保険証券を本学の契約担当者に提出しなければならない。 

 

（契約保証金の本学帰属） 

第４ 契約の相手方が納付した契約保証金等は、これを納付した者がその契約上の義務を履

行しないときは、本学に帰属するものとする。 

 

（契約保証金の還付） 

第５ 契約の相手方が納付した契約保証金等は、契約に基づく給付が完了したとき、その他

契約保証金等を還元する事由が生じたときは、これを還付するものとする。 

 

 

 

 



 

入 札 心 得 

 

 

  本学の所掌する事務のうち、一般競争又は指名競争を行う場合において、競争参加者が遵

守しなければならない事項は、法令の定めるもののほか、この心得に定めるものとする。 

 

１． 競争参加者は仕様書等の添付書類を熟読のうえ入札書を作成し、会社名、代表者の職

名・氏名、代表者印を押印のうえ、提出すること。 

２． 競争参加者は代理人をもって入札させる場合は、委任状（別紙見本参照）を持参させ

ること。 

３． 入札時刻を厳守すること。 

４． 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０％に相当する額を

加算した額をもって落札価格とする。 

５． 競争参加者はいったん提出した入札書の引換え、変更又は取り消しをすることは出来

ない。なお、次の各号に該当する入札は無効とする。 

（１） 競争に参加する資格を有しない者のした入札 

（２） 金額を訂正した入札及び誤字、脱字等により意思表示が不明瞭である入札 

（３） その他入札に関する条件に違反した入札 

６． 開札には、競争参加者又は代理人を立ち合わせて行うものとする。ただし、競争参加

者又は代理人が立ち会わない場合は、入札事務に関係のない職員を立ち会わせて行う

ものとする。 

７． 開札時、競争参加者の入札が本学の予定価格の範囲内に達しなかった場合は直ちに再

度の入札を行う。なお、開札の際に、競争参加者又はその代理人が立ち会わなかった

場合は、再度入札を辞退したものとみなす。 

８． 同価格での落札者が２者以上あるときは、直ちにくじを引かせて落札者を決定する。

なお、当該落札者でくじを引かない者があるときは、入札事務に関係のない職員にく

じを引かせるものとする。  

 


